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2023年度以降の授業実施方法等について（第 2報：4月 1日～5月 7日） 

 

在学生、ご家族の皆様へ 

東京理科大学 学長 

 

2023 年 1 月 23 日付で、本学における 2023 年度以降の授業実施方法についてお知らせしま

したが、今般、政府から、マスク着用の基本方針が示されたことを踏まえ、本学における対応

について検討を行いました。 

その結果、先般お知らせした「東京理科大学における授業実施の基本方針」を維持すること

と併せ、原則としてマスクの着用は個人の判断に委ねることとしますが、新型コロナウイルス

の感染症法の分類が 2類から 5類に変更(5月 8日予定)されるまでは、学内でのマスクの着用

を推奨することとしました。 
また、授業実施において、多くの学生が履修する授業や、アクティブラーニング・ディスカ

ッション等の授業実施方法等により「三つの密」が重なる場面において、授業担当教員が必要

だと判断した場合は、マスクの着用を履修者に求めることを可能としましたので、その際は

各々が必要に応じて対応いただくよう併せてお願いします。 

なお、新型コロナウイルス感染症の分類が変更されることに伴う、5月 8日以降の対応につ

いては、後日続報でお知らせします。 

また、本学では引き続き政府・自治体からの情報を注視しつつ、必要に応じて授業実施の

基本方針以外の方針等を定める場合があります。その場合には別途お知らせいたします。 

 

東京理科大学における授業実施の基本方針 

授業実施にあたっては、対面で実施することを基本とし、各授業における目的、到達目標、内容、方
法等を考慮し、対面授業(すべての回を対面)、ハイフレックス型授業、ブレンド型授業、オンライン授業
（同期・非同期）等、効果的・効率的な方法で実施することを可能とする。 

https://www.tus.ac.jp/today/archive/2022/20230120_1245.pdf
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授業の実施形態について 

 

 本学では授業の実施形態を以下のとおり定義しています。 

 

１．対面授業 

 教室で対面により行う授業 

 

２．オンライン授業 

同期遠隔又は非同期遠隔により、オンライン上で行う授業。 

 

３．ハイフレックス型※授業 

一つの授業を対面とオンライン（同期遠隔）で同時に行う形式。 

教員は対面で授業を行い、学生は自身の状況に応じて対面授業を受講するか同期遠隔型

のオンライン授業を受講するか選ぶことができる。   ※ハイフレックス：Hybrid-Flexible 

（イメージ） 

 

 

４．ブレンド型授業 

授業の目的・教育効果等にあわせて授業ごとに対面とオンラインを組み合わせる形式。 

15回の授業のうち初回や対面が望ましい回等は対面で行い、それ以外はオンラインで行う。  

（イメージ） 

 

 ※上記イメージでは対面実施の回をハイフレックス型授業としているが、履修者全員が対面授業に参加し

ても差し支えない。 


